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わたしたちの住む地球は、地球温暖化やゴミの量の増加、資源の枯渇、貧困

など、さまざまな課題を抱えています。そこで2015年に国際連合で、

「2030年までの達成をめざす17の目標」が採択されました。それが持続可能

な開発目標「SDGｓ(ｴｽﾃﾞｨｰｼﾞｰｽﾞ：Sustainable Development Goalsの

略)」です。

一人ひとりが限りある食品やエネルギーなどの資源を無駄にしないよう考え、

継続的に取り組むことが大切です。食生活を通して身近な環境問題に気づき、

自分にできるところから実行していきましょう。

食料自給率とは、国内で消費される食品が

どのくらい国内生産でまかなえているかを示

したものです。日本は外国から多くの食品を

輸入しています。品目別でみると、国産品で

まかなえているのは主食のお米だけです。

持続可能な社会のために、ゴミを減らす工夫を考えてみましょ

う。レジ袋は、貴重な石油資源の消費につながっています。エコ

バックを持ってレジ袋の削減に取り組みましょう。

みなさんが給食の時に、牛乳パックを開けているのはリサイク

ルするためです。立派なゴミを減らす活動の１つです！

食料自給率アップのために、自分たちにできることを考えてみましょう。

持続可能な社会を目指そう

日本の自給率はどれくらい？

ゴミを減らそう

自給率アップの取り組み


